
16北海道自治研究 ２０２４年10月（Ｎo.669）

　
自
民
党
総
裁
選
は
石
破
茂
氏
が
決
選
投
票
で
高

市
早
苗
氏
を
逆
転
し
、
五
度
目
の
挑
戦
で
総
裁
の

座
を
射
止
め
た
。
た
だ
、
石
破
氏
の
逆
転
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
最
も
永
田
町
を
驚
か
せ
た
の
は
高

市
氏
の
集
票
力
だ
っ
た
。

　
高
市
氏
は
一
回
目
の
投
票
で
党
員
・
党
友
の
地

方
票
を
一
〇
九
票
集
め
石
破
氏
を
一
票
上
回
り

ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。
議
員
票
で
も
小
泉
進
次
郎

氏
に
僅
差
の
二
位
。
合
計
で
二
位
の
石
破
氏
に
二

七
票
差
を
つ
け
た
。
議
員
票
の
多
さ
は
、
影
響
力

の
低
下
を
恐
れ
る
麻
生
太
郎
元
首
相
が
一
回
目
か

ら
高
市
氏
に
票
を
回
し
た
結
果
と
さ
れ
る
。
麻
生

派
の
河
野
太
郎
氏
が
議
員
票
で
二
二
票
し
か
取
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
見
方
は
正
し

い
だ
ろ
う
。

　
特
筆
す
べ
き
な
の
は
高
市
氏
の
地
方
票
の
多
さ

だ
。
当
初
は
世
論
調
査
で
「
次
の
首
相
に
ふ
さ
わ

し
い
人
」
の
上
位
の
常
連
だ
っ
た
石
破
氏
と
小
泉

氏
が
多
く
の
地
方
票
を
獲
得
す
る
と
み
ら
れ
て
い

た
が
、
総
裁
選
告
示
後
の
討
論
会
な
ど
で
小
泉
氏

が
未
熟
さ
を
露
呈
。
野
党
と
の
論
戦
に
不
安
を
残

し
、
地
方
票
が
離
れ
た
。

　
対
照
的
に
急
浮
上
し
た
の
が
高
市
氏
だ
。
地
方

票
は
小
泉
氏
を
は
る
か
に
超
え
、
ト
ッ
プ
に
立
つ

と
の
見
方
が
強
か
っ
た
石
破
氏
を
も
上
回
っ
た
。

北
海
道
は
石
破
氏
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
も
の
の
、
高

市
氏
と
は
わ
ず
か
一
二
票
差
。
道
内
で
支
持
す
る

国
会
議
員
の
数
か
ら
す
る
と
、
想
定
を
大
き
く
上

散 射 韻

に
口
に
し
た
。
高
市
氏
の
浮
上
は
、
リ
ベ
ラ
ル
思

想
に
否
定
的
な
感
情
が
自
民
支
持
層
に
も
あ
る
程

度
浸
透
し
て
い
る
現
状
を
物
語
る
。

　
安
倍
氏
の
再
登
板
か
ら
の
十
年
余
り
た
ち
、
今

回
の
「
高
市
現
象
」
は
、
自
民
党
員
が
よ
り
保
守

的
に
変
質
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
言
え

る
。
欧
州
の
極
右
の
伸
長
や
、
リ
ベ
ラ
ル
を
敵
と

見
な
す
ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
や
安
倍
氏
の
よ
う

な
政
治
家
の
台
頭
な
ど
を
見
る
と
、
世
界
的
な
潮

流
の
中
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
総
裁
選
は
結
局
、
決
選
投
票
で
石
破
氏
が
逆
転

し
て
悲
願
を
果
た
し
た
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た

旧
岸
田
派
の
中
堅
は
「
高
市
氏
で
は
外
交
が
危
う

く
な
る
」
と
石
破
氏
支
持
の
理
由
を
語
っ
た
。
土

壇
場
で
国
会
議
員
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
い
た
形

だ
。

　
こ
れ
に
対
し
、
総
裁
選
の
前
に
野
党
第
一
党
の

立
憲
民
主
党
は
野
田
佳
彦
元
首
相
を
代
表
に
選
ん

だ
。
党
内
で
は
保
守
的
な
思
想
を
持
つ
と
さ
れ
る

野
田
氏
は
「
穏
健
な
中
道・保
守
を
取
り
に
い
く
」

と
語
る
。
そ
れ
で
も
、
な
か
な
か
国
民
の
支
持
が

野
党
に
向
か
わ
な
い
の
は
、国
民
の
分
断
が
進
み
、

穏
健
な
中
道
・
保
守
層
自
体
が
薄
く
な
っ
て
い
る

た
め
で
は
な
い
か
―
。
そ
ん
な
こ
と
も
感
じ
た
一

連
の
政
界
の
動
き
だ
っ
た
。
分
断
を
深
め
る
有
権

者
は
、
こ
の
衆
院
選
で
ど
ん
な
判
断
を
示
す
の
だ

ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜
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回
る
得
票
と
い
っ
て
い
い
。

　
党
員
・
党
友
は
な
ぜ
高
市
氏
に
流
れ
た
の
か
。

小
泉
氏
の
失
速
や
、
高
市
氏
の
政
策
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
郵
送
は
要
素
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
説
明
し
き
れ
な
い
。
高
市
氏
は
安
倍
晋
三
元

首
相
の
路
線
継
承
を
前
面
に
掲
げ
、
首
相
就
任
後

の
靖
国
神
社
参
拝
を
公
言
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
導
入
は
旧
姓
の
通
称
使
用
の
法
制
化
を
提
唱

し
、反
対
の
立
場
だ
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
象
徴
だ
っ

た
金
融
緩
和
の
転
換
を
巡
っ
て
は
「
金
利
を
い
ま

上
げ
る
の
は
ア
ホ
」
と
ま
で
発
言
し
、
九
人
が
乱

立
し
た
候
補
者
の
中
で
「
保
守
・
安
倍
路
線
」
の

象
徴
的
存
在
と
な
っ
た
。
一
方
、
推
薦
人
に
は
派

閥
裏
金
事
件
の
関
係
議
員
が
名
を
連
ね
、
再
調
査

や
追
加
処
分
に
慎
重
な
主
張
を
繰
り
返
し
た
。

　
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
で
自
民
に
逆
風
が
強

ま
っ
た
中
で
の
総
裁
選
。
道
内
の
自
民
関
係
者
は

「『
一
強
』
だ
っ
た
安
倍
時
代
の
安
定
感
が
懐
か
し

い
」
と
こ
ぼ
し
た
。
高
市
氏
本
人
は
ほ
ぼ
語
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
初
の
女
性
総
裁
の
誕
生
と
い
う

要
素
も
あ
り
、
浮
上
は
苦
境
に
立
つ
党
内
の
安
倍

時
代
へ
の
郷
愁
も
作
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
主

張
へ
の
党
員
の
嫌
悪
感
だ
。
当
初
か
ら
有
力
視
さ

れ
て
い
た
石
破
氏
と
小
泉
氏
は
、
保
守
層
に
慎
重

論
が
根
強
い
選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
に
前
向
き
な

姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
高
市
氏
の
急
浮
上
を
知
っ

た
小
泉
氏
は
総
裁
選
終
盤
で
「
愛
国
心
」
を
盛
ん

「高市現象」 の底流


